
２０１７年７月１日 Ｒ Ｋ Ｋ 京 都 広 報 １ 

２０１７年（平成２９年） 

第１１５号 

（７月１日） 

 
発 行 所：立正佼成会 京都教会 

発行責任者：渉外部長 田中規之 

編集委員長：渉外広報 植田恭司 

〒605-0041 京都市東山区三条東町 230 

TEL (075)762-2211  FAX (075)762-2266 

世界混乱の元凶に迫る ～第 56 回かめおかこころ塾～ 

6 月 10 日、亀岡市のガレリアかめおかにおいて「第

56 回かめおかこころ塾」（かめおか宗教懇話会主催）

が開催され、大本教の信者さんを中心に約 40 名が参

加しました。 

今回は矢野裕巳氏（大本本部国際部）が「中東混乱

の原因は？」と題し、約 2 時間の講演を行いました。

矢野氏は１９９９年１２月３日に初めてイスラエルに

行き、その後１０回も訪れました。その間に当時のオ

ルメルト市長とも懇談し、綾部市との提携に尽力され

ました。2003 年の「綾部中東和平プロジェクト」以

来、対立しているイスラエル・パレスチナの青年を日

本に招く事業に関わってから、その後も中東に携わっ

てこられました。 

講演でははじめに海外から見た日本人の特性、他者

への寛容性に触れ、「ノーベル平和賞を受賞したケニア

人女性、ワンガリ・マータイ氏が『もったいない』と

言って、マスコミは日本にしかない習慣と言われたが

そうではなく、ヨーロッパでも物は大事にされ、これ

は日本人の視野の狭さである」と指摘。また「シリア

から難民が流出し、ドイツは１００万人程度を受け入

れているが、日本での難民受け入れは難しく、１週間

ほどの短期間の受け入れなら親切だが、長期間住まれ

る人には親切ではない」と、国民性を述べられました。 

次にテロが世界各地で発生している現状について、

「実行者はコーランの教えに基づいて行ったと声明を

出しているが、イスラムの宗教指導者は本当のイスラ

ム教ではないと言っている。この態度に問題ないか。

指導者的立場の人が責任を感じなければならないので

はないか」と独自の考えを述べられました。 

中東混乱の原因については、１.イスラム教宗派対立

（スンニー派とシーア派の後継者争い）、２.クルド人問

題、３.パレスチナ問題の３要因であるとし、それぞれ

について自身の経験を踏まえ説明をされました。 

イスラム教宗派対立では「スンニー派であるサウジ

アラビアとシーア派であるイランの争いで、その紛争

にイギリスが加わったり、イラン革命でイランを封じ

込めるためイラク（フセイン）を支援したのがアメリ

カで、イランイラク戦争後、イラクがクウェートに侵

攻の際その侵攻を抑えるために湾岸戦争を起こしたの

もアメリカである」と、欧米諸国がこの地域に関わっ

ていることが混乱の要因であると指摘されました。ま

た「現在のイスラム国はフセインの部下が組織してお

り、イスラム国の背後にはサウジアラビアが支援して

いる」と問題の難しさを述べられました。 

パレスチナ問題では領土問題で紛争していたパレス

チナとイスラエルの子供たち１４～１８歳を綾部市に

招待し、両国の子供たち１４人がホームステイで同じ

家に滞在し、対話する中で和平への足掛かりを取り組

んでこられました。この取り組みには重信メイさんが

支援するなど話題になりました。２００３年に当時来

日した子供たちと現地で再会した矢野氏は、結婚して

医者になっていたと報告。在日中、両国は仲良くでき

るかもと思っていた子供たちだったが、母国に帰ると

無理だと思うようになったとその難しさを述べたもの

の、「指導者になったとしたら綾部市でのホームステイ

のことを思い出そうと思う」と言ってくれたことに対

し、矢野氏は子供の頃の体験がいずれその国を形成す

る際には和平につながると確信し、今後もこの活動に

期待を寄せられ講演を結ばれました。 
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平成２９年、私たちは「育てよう若い力！ 一日一軒、出会いに行こう！」を実践して参ります。 

平安月報 
The HEIAN monthly report 
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今月のことば ～「相手を認め、讃える」～ 教会学生部長 石川ゆうか 

今月は、教会学生部長（右京支部）の石川が担当を

させていただきます。どうぞよろしくお願いいたしま

す。 

７月号のテーマは「相手を認め、讃える」です。「い

のち」を讃嘆する、「仏・菩薩の徳をほめ讃えること」、

相手の「いのち」を讃嘆すること…、これらは私には

まだまだ難しいことでありました。 

私にとって理解しやすかったのは、その後にある

「ノウハウや言葉ではなく」というサブテーマです。

保育の道を目指す私は様々な施設へ実習に行き、実際

の現場で「ほめる」保育を見てきました。「相手をほ

めるというのは、自分の心を開くこと」、本当にその

通りだと思います。ある実習生で自閉症の子供ばかり

が集まった 10 人のクラスを担当したのですが、一人

ひとりの個性は本当に様々で会話が出来ない子供や

目も合わすことが難しい子供もいました。３歳児とい

うことでまだまだ園生活には慣れていない為、「褒め

ること」を一番大切にし、叱ることはありません。そ

の方針に沿って初日から実習に取り組む中で分かっ

たことは、自分が心を開き褒めるからこそ、「すごい

ねぇ！」の一言がその子供にちゃんと届くということ

です。１日目、２日目は子供も私自身も慣れていない

為、褒めの言葉が届きにくかったのですが、一日一日

を大切にして心を開いた関わりを持っていると、一人

ひとりの子供が好きなこと嫌いなこと、何を楽しんで 

いるか、何が気に入らなくて泣いているのか、また何

を怒っているのかが自然と分かるようになってきま

す。そこで「泣かないで」「ダメでしょ」と言っても子

供には伝わりません。ではどうすれば良いのか。それ

は、その子供に合った環境、ダメと言われない環境を

保育者が整えることが大切なのです。その子供を「一

人の人間」として見ることで小さな成長も大きな成長

も見え始めます。見守りながら、環境を整えていくと

本当に心が開いた「すごいねぇ！出来たねぇ！（出来

るようになったねぇ‼）」が自然と言える自分になり、

それが子供にも伝わり、成功体験が次の成長に繋がっ

ていくのです。「教えるほうも、教えられるほうも、と

もに成長していくことの大切さ」を実際に体験し、そ

の体験が自分の自信になっていることを改めて感じて

おります。そこで繋がるのは会長法話の中にある、「相

手のいのちを讃嘆すること」、そして「人を認めて讃え

ることも、じつは人のためではなく、自分を磨く実践

の一つ」ではないかと思います。 

今回、会長法話を何度も何度も読ませて頂きました

が、読みながら自然と体験が当てはまり、テーマであ

る「相手を認め、讃える」ということが少しずつ分か

っていったような気がします。何気ない生活の中でも、

相手を認め、讃えながら、自分も相手も成長していけ

ることを心がけていける「一人の人間」になりたいと

思います。                 合掌 

 

祇園祭山鉾巡行曳き手青年ボランティアオリエンテーション 

 今年の祇園祭山鉾巡行曳き手青年ボランティアオリ

エンテーション（主催：京都・祇園祭ボランティア 21）

が東山区の京都市立開晴小中学校で行われ、7 月 17

日及び 24 日のボランティアに参加する青年約 600

名が集まり、京都教会青年部と新宗連青年部 19 名も

参加しました。 

オリエンテーションは当ボランティアの中井会長の

挨拶から始まり、続いて門川市長の挨拶がありました。

市長は人口 100 万人を越えている街で、千何年も続

いている祭りは世界的にも希有であるとし、それは先

人の町衆やボランティアの皆さんのおかげであると述

べられました。続いて公益財団法人祇園祭山鉾連合会 

岸本理事長は、祇園祭は多くの人に支えられており、

今年で 34 年目となるボランティアの組織がしっかり

していることや警察の警備が手厚いことが、事故もな

く運営出来ている要素だと言われました。八坂神社の

森宮司からは、「毎年、猛暑の中、皆さんの活躍に沿道

から応援があります。今年もお世話になります。」と感

謝の気持ちと期待を寄せられました。 

その後、ボランティアに参加するにあたっての注意

説明や鉾町別の打ち合わせを行い、リーダーを中心に

巡行当日の確認を行いました。 

打ち合わせ後は全員で八坂神社に移動し、本殿でお

祓いを受けました。 
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京都明るい社会づくり運動総会 ～次年度へ向けて～ 

6 月 4 日、京都教会研修室において「京都明るい社

会づくり運動」（以下：明社）の総会が行われ、各地区

委員長全員が出席のもと開催されました。開会にあた

り鈴木委員長は自身の仕事の環境にも触れながら「今

後も明社委員長を頑張っていきたい」と抱負を述べら

れました。議事ではまず 2016 年度の活動報告、会計 

監査報告がありました。昨年 6 月の総会2 部に行われ

た全国明社の竹嶋克之氏による「明社の活動基本と全

国の活動例紹介」の講演などが報告されました。 

2017年度の活動計画では例年通り祇園祭ゴミゼロ

大作戦への参画や第２回清掃ハイキングなどが可決さ

れました。 

乙訓明社 ～ごみゼロ運動、山崎合戦慰霊祭＆バーベキュー～ 

5 月 28 日、乙訓明るい社会づくり

運動主催の「ごみゼロ運動」が小倉神

社で開催され、会員・未会員合わせて

16 名が参加しました。当日は暑いく

らいの天候にも恵まれ、気持ちよく清

掃奉仕をすることが出来ました。 

  

6 月 11 日、乙訓明るい社会づくり運動の会主催による「山崎合戦慰

霊祭＆バーベキュー」が小倉神社において開催され、会員・未会員約

30 名が参加しました。 

午前 11 時に小倉神社に集合し、その後本殿前にて慰霊祭を挙行。

1582 年6 月 13 日に羽柴秀吉軍と明智光秀の軍勢が山崎で激突した

戦いで亡くなった方の御霊の慰霊と地域の平安・発展を願って行いまし

た。慰霊祭後は寧静館前にてバーベキューを行い、会員の親睦を図りま

した。  

 

宇治支部少年部に感謝状の贈呈 ～明社バザーで交通安全募金活動の活躍～ 

4 月 16 日(日)「宇治市明社バザー」において、宇

治支部少年部が「佼成スパークルブラス」の鼓笛演奏

と、交通安全募金活動を行いました。 

当日は、天候にも恵まれ、沢山の人がバザーに訪れ、

交通安全募金にも協力して下さいました。少年部員の

声かけにより、\6.643 円の募金が集まりました。 

集まった募金は、「子供たちの交通安全に」との願い

を込めて、宇治市交通安全協会にお届けさせて頂きま

した。 

後日、交通安全協会から感謝状を頂けるとの連絡が 

あり、募金活動に頑張ってくれた少年部を代表して、

吉岡明紗ちゃんと池本有来ちゃんが、宇治市警察署長

と宇治市交通安全協会会長の連名の感謝状と記念品を

頂きました。 

少年部の二人は「募金活動を頑張って良かった」と

喜んでいました。わずかな募金額ではありましたが、

子供たちが募金活動をしたことに対し、安全協会から

感謝状を頂けるご配慮を頂き、感謝の気持ちでいっぱ

いです。 

支部少年部育成責任者 池本昌弘 
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法華経にみる平和の教え『法華経の世界観』～庭野開祖著『平和への道』より～ 

前回、心を立て直すことしか、平和な世界を築き上げることはできないと教わりました。それでは、その心

の立て直しをどのようにすればいいのか、教えていただきます。              （編集部） 

「人間は、もともと同じだ。すべてのものは、その根

源において一つなのだ」という悟りに達するよりほか

に、道はないのではないでしょうか。そのことを『無

量義経』においては哲学的に説かれているわけですが、

続いて説かれた『妙法蓮華経』においては、もっとわ

かり易く「人間は、すべて仏の子だ」と表現されてい

ます。この場合の仏とは、万物・万象の大本である宇

宙の大生命のことです。つまり、個々の人間を見れば、

別々の存在のように見えるけれども、その根源を探っ

てみると、すべてが、ただ一つの宇宙の大生命の分身

であると教えられているのです。 

 こんなことは、宗教でなくては教えられません。ほ

かの、どのような学問でも教えません。人間が仲良く

暮らすためにいちばん大事な「人間はもともと同じで

あり、一つである」という真理を教えるのが宗教であ

るかぎり、平和のために、宗教は絶対に欠くべからざ

るものなのです。人間はいかに生きているかを追求し

た学問は、社会学・人類学・生態学・生理学というよ

うに、ずいぶんありますが、人間はいかに生きるべき

かを教えるものは、宗教以外にないのです。それゆえ

に、わたしは、＜国民皆信仰＞と＜宗教協力＞を生涯

の仕事として主唱し続けていけるわけです。 

 正しい宗教であるかぎり、どの宗教でもギリギリの

本義においては、「人間はもともと一つである」とい

うことを教えているのです。 

 キリスト教では、「すべてのものは全知全能の神が

お造りになった」と説いています。その神を、人間の

形をした大神通力の持ち主（人格神）のように考える

から、いろいろな間違いが起こるのです。この世界の、

すべてのものを造った神といえば、とりもなおさず、

宇宙の大生命にほかならないのではありませんか。 

 神道では、祝詞の中に「高天原に神詰まります」と

あります。表面的な解釈では、高天原という特定の場 

所に、神々がお集まりになっているかのように受け取

れますが、その奥底にある意味は、「この宇宙に神が

いっぱい詰まっておられる」ということなのです。い

っぱい詰まっておられるとなれば、わたしもあなたも、

木々も、すべて神の分身ということになるわけです。 

 『法華経』の「見宝塔品第十一」では、四百万億那

由他（なゆた）の国土に諸仏・諸菩薩が満ち満ちてお

られるありさまが説かれ、あとの「如来寿量品第十六」

では、「（仏）阿僧祇劫（あそうぎこう）において、常に

霊鷲山（りょうじゅせん）及び余の諸（もろもろ）の住処

にあり 衆生劫尽きて大火に焼かるると見る時も 我

がこの土は安穏にして 天人常に充満せり」と説かれ

てあります。 

 真言宗では、三千世界は、すなわち大日如来の身で

あると説き、その分身である諸仏・諸菩薩が宇宙に遍

満しておられるすがたを曼荼羅に表現しています。浄

土宗や浄土真宗の阿弥陀如来は、言語では「アミター

バ」（無量光）、「アミターユス」（無量寿）ですから、

けっして西方浄土のみのおられるのではなく、この宇

宙を、あまねく照らしている光明であり、あらゆる所

に隙間なく存在する永遠不滅の生命です。 

 そういうわけでありますから、すべての宗教の信仰

者が、自分の宗教の本義を深く深く究めていけば、表

現の上のさまざまな差異を突き抜けた奥に、必ず「人

間は一つ」という真理が語られ、「だから、仲良く暮

らすのが真理に合致した生き方だ」という教えが説か

れていることを発見できるはずです。 

 ですから、わたしの唱える宗教協力は、ただ宗教者

が手を握り合うということにとどまらず、「それぞれ

自らの宗教の本義を究めることによって、各宗教に共

通する真理をつかみ、そのことによって、おのずから

一体感が生じてくる」という境地をこそ、理想のすが

たとして望んでいるのです。 
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4 日(火) 

9 日(日) 

10 日(月) 

15 日(土) 

8 月 1日(火) 

4 日(金) 

10 日(木) 

15 日(火) 

 

9:00～ 

9:00～ 

10:00～ 

9:00～ 

9:00～ 

9:00～ 

9:00～ 

9:00～ 

9:00～ 

朔日参り 

開祖さまご命日 

滋賀・奈良・京都壮年交流法座 

脇祖さまご命日 

盂蘭盆会・釈迦牟尼仏ご命日 

朔日参り 

開祖さまご命日 

脇祖さまご命日 

戦争犠牲者慰霊平和祈願の日 

釈迦牟尼仏ご命日 

フリーアナウンサーの小林麻央さんが亡くなられま

した。麻央さんは英ＢＢＣ放送のウェブサイトへの寄

稿で「私が今死んだら、人はどう思うでしょうか。『ま

だ３４歳の若さで、可哀想に』でしょうか。私は、そ

んなふうには思われたくありません」などと綴ってお

られ、「２人の宝物を授かり、家族に愛され、愛した、

色どり豊かな人生。だから、与えられた時間を、病気

の色だけに支配されることは、やめました。だって、

人生は一度きりだから」などと記しておられました。

前向きに生きることの大切さを教えて頂きました。 

 


